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6. 結語
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5. 3 発展段階論と社会政策論
5. 3.1 経済発展段階論の展開
ヒルデプラントが『年報』の第 1巻第 1号を発刊したとき，かれは50歳であ
った。『年報」の順調な発展はかれにとって最後の希望であり， またみずから
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に課した第 1 の任務でもあった。そのためかれは統計局の指導と『年報』の~
営のために多くの精力をさいた。（付表 1) によっても分るように，かれは創
刊号の Vorwortからはじめて，きわめて数多くの論文や書評，資料紹介など
を執筆している。これらの学術的論説を綜合的に検討・整理し，かれの理論体
系をあとづけようとする作業は，未だ誰によっても手をつけられていないのが
実状である。 1)たしかにゴットフリート・マイザアマン2)は， リフシッツ 8)や
カルヴェラム4)・らによるヒルデプラント研究を数歩前進させてはいるが，それ
でも前号で述べておいたような，ヒルデプラントの統計理論，統計実践と発展
段階論および歴史研究を綜合的に踏まえて，かれの経済学方法論，すなわちか
れの歴史的方法の特質を組みたてるまでにはいたっていない。
この小論はもともとかれの生涯と著作活動を網羅的に整理し，かれの理論体
系を考察するさいに重要と思われる諸々の知識社会学的諸要素を呈示すること
が目的であるため，年譜的な記述をつづけてきた。しかし前節においてはとく
に統計学研究に焦点をあわせて， その方面でのかれの著述をまとめて概観し
た。•そのためやや前後が入り組むことにもなるが，本節ではかれの段階論研究
に焦点をあわせて， 2・3の論文とともにかれの晩年を紹介してみたい。
かれはテューリンゲン連邦統計局の局長， 『年報』の編集者およびイ・エナ大
学の国家学教授の職務を死にいたるまで10余年間， 5)誠実につづけるのだが，
1)・ちなみに，経済学史学会の名霧をひらいて，各会員が届出ている研究テーマをみ
ると，歴史学派研究者がわずかしかいないことが分る。ただ注目すべきはそのよ
うな現状のなかにあって， 「ヒルデプラントの統計理論」 を研究テーマにあげて
いる人も存在することである。
2) Gottfried Eisermann, Die Grunglagen des Historismus in der deutschen 
Nationaliikonomie, Stuttgart 1956. 
3) F. Lifschitz, Die histoガscheSchute der Wirtschaftswissenscha/t, Bern 1914. 
4) Gertrud Kalveram, Die Theorien von den Wirtschaftsstufi昴， Leipzig1933. 
5)わたしはかれの死の原因がなんであるかを知らない。し＇かし 1876年， 77年におい
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逝であったと想像される。
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政治家としての仕事，あるいは他の組織の創設・運営にも関与して，その多彩
な能力を発揮する機会に恵まれている。中断することのないかれの精力的な活
動は，かれの晩年をも幸せなものにしたといえるだろう。
1864年に正式に統計局の局長に任命されたかれは，翌年にはまたもや就任問
もないイエナ大学の総長に推されている。そのかれが総長就任講演の主題に統
計学を選んだのは当然ともいえる配慮である。テューリンゲンはかれが幼年時
代をすごしたところであり，またかれにはじめて政治的関心を吹きこんだとこ
ろでもある。そして比較的自由な空気が豊かなこの地に晩年をすごす機会を与
えられたかれが，政府に対して好意的な気持を抱いていたであろうことは容易
に察せられる。かれの総長就任講演の末尾にもそのような心情を窺い知ること
ができよう 6)0
かれは死にいたるまで政治家としては，ワイマール州議会のイエナ地区の代
表議員をつとめ，一方では，寡婦金庫や貯蓄金庫の発展につとめ，さらには幹
線道路から離れていたイエナヘ鉄道（ザール鉄道）を敷設することを促進して
いる 7)。
. . .
学問的には，主著でやりのこした「段階論」の体系化に，少なくも一時期は
貴重な研究時間をさいていたはずである。かれの段階論的思考が，ヘルバート
研究とともにはじまると考えれば，かれの初期の著作にもその朋芽がのこって． 
いるであろう。当面問題を経済発展段階論に限ってみるならば，その概要はす
6)この講演はつぎのような一節で終っている。 "W enn es mir gelungen sem 
sollte, in Ihnen eine klare Vorstellung von der Arbeit und weitgreifenden 
紐fgabender Statistik hervorzurufen, so werden Sie wohl mit mir einver-
standen sein, wenn ich es als ein freudiges Ereignis begrilBe, daB ein 
gilnstiges Zusammenwirken von Umstanden unsere Staatsregierungen in 
die Lage versetzt hat, gerade hier in Jena in Verbindung mit unserer 
Universitat eine Werkstatte statistischer Wissenschaft zu begrunden, 
und wenn ich diesen Akt dazu benutze, den hohen Regiei;ungen dafur 
offentlich meinen Dank auszusprechen." 
7) V gl. . Wilhelm Stieda, Zurn Gedachtnis Bruno Hilde brands, a. a. 0., S. 8. 
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でに主著において，はっきりとみてとることができる。かれは，スミスが貨幣
経済を単なる経済的文化の一経過期間としてではなく，国民経済にとって定常
的で絶対的な真の様式とみなす誤まりを犯した， と批判したあと， 社会（主
義）的理論の貢献を積極的に評価するために，つぎのような議論を展開してい
る。
「実物経済の下においては外面的にではあったが，ひとびとは固い紐帯によ
って拘束されていた」s)。地主は唯一の国富の所有者であり， かれらはその全-
資産によって農民（＝労働者）の労働と結びついており，一方農民は穀物や耕
作権によって田地に結びつけられていた。そしてかれらは土地から得られる実
物収入を地主に支払っていた。あらゆる公務もまた土地や穀物によって代価を
受けとっていた。このような事情によって大抵は父祖から子孫へと受け継がれ
てゆく緊密な関係が支配しており，ひとびとは一定の制限された経済活動領域
のなかでのみ動いていた。したがってあらゆる生活状態はごくわずかづつしか
進展していかないような，重苦しい空気が支配的であった。交易はあまり行な
われず，資本もゆっくりとしか蓄積されず，一度ある職種につくとそのまま定
着し， 営業方法にも変化がみられず， したがってまた人口の増加も緩漫であ
り，生活様式も一定不変である， これが経済発展の初期の期間 (Epoche)に
通常みられる経済様式の一般的な特質であった。「このような状態の下でも決
して個々の社会的勢力や利己的な力の衝突がなかったわけではなく，また当
時たしか，に武力が所有関係をしばしば変更させはしたが，それでもあらゆる時
代に特有な利己心はゆっくりとしたかたちでしか有効に作用はしていなかっ
た」12)しかしそののち「直接的な物々交換 (Naturalumsatz)が貨幣交換にと
ってかわられるようになると，生活ははるかに急速な展開をみせはじめた」13)
8) Hildebrand, Die Nationriliikonomie der Gegenwart und Zukunft, a. a. 0., S. 
224. 
12) Ebenda, S. 225. 
13) Ebenda, S. 225. 
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実物経済の下では，自然によって動かされるものや人間，その労働および人間
の思惟は変化せj',一定の土地に縛りつけられていたが，貨幣経済はこのよう
な束縛を切り離し，また僅かな生活資料しか保障しなかったような土地から労
働者（＝農民）を解放する。そればかりか貨幣交換の導入によって土地そのも
のから，したがって自然的紐帯から逃れる手だてを与える。地主の土地は分割
され，ひとつの取引対象になる。賦役はなくなり，地代は金納となる。かくし
てあらゆる資産が人間と同様自由な動きを示すようになる。加工業では分業が
支配的になる。ツンフトやギルドの古い固定的な結びつきは消滅する。営業の
自由はあらゆる諸力が存分に発展してゆくことを保障する。一般にあらゆる能
力はそれがもっとも有効に活用しうる場をみつけてゆく。出生とか土地の所有
関係が，うみだしていた差異に代って，能力による差異が社会につくりだされ
る。資本と人口は急速に増加してゆく。このような急速な諸変化はゆっくりと
ではあるがやがて銀念や思惟の世界をも変えてゆく。
これらはアダム・ミュラーや社会主義者の目を通してみれば，大きな隔着の
表徴以外のなにものでもない。しかし「この状態は人間の生産物が誠実や信頼
あるいは道徳的特性を基盤にした人間の約束に対して取引きされる信用経済へ
の過渡 (Ubergang)をなすにすぎない」14八信用経済は絶えず社会の欠陥をと
りのぞき，私的利害を越えて社会的福祉のために有効に機能する。
以上のような議論のなかには， はっきりと後年展開される， 実物一， 貨幣
ー，信用経済の基本的性格がうちだされている。しかしそこには未だ「段階」
という概念は明白にはでていない。ヒルデブラン、卜はこのあとプルードンの人
類の経済的発展段階の10段階説を詳細に分析・検討しているので，そして何度
も述べるようにヘルバート心理学・哲学における段階論的思考にも好意的であ
ったろうから，かれのいう 3つの経済様式が「段階」論的装いをとるに至るで
あろうことは必然的帰結ともいいうる。さらにプルードンの貢献について「取
14) Ebenda, S. 226. 
. 33 
--- - . -----・-----------
34 闊西大學『継清論集」第21巻第1号
引きの世界における多面的な企てと現象は，個々の偶然的な事態によって変化
する（本来）同一のものとして存在している経済的自然法則のあらわれではな・
く，人類の経済生活における発展法則に支配されるものであることに注目」1~)
した点を強謡し， 「この法則の認識こそが経済科学の内実をなす」ことを認め
ているので，この「段階」論が経済的発展法則の具体化につながり， 1しかもそ
の発展経路を「交換手段」の変化という要因と結びつけようとする意図をはっ
きりとみてとることができる。
ヒルデブラントは主著の第一巻をつうじてズミス（的）理論の「矛盾」を究明し
ょうとする 3つの傾向をとりあげ，それらすべての一面性を主張し，スミス経
済学の立て直しの必要性を確認する。その 3つの傾向とは，かれによれば 1),
現在の影を細叙して，狂信的なまでに没落した時代（中世封建制）を回顧し，
理想化する自然経済への回帰のそれ， 2),工業化そのものは賛美しつつも，英
国中心主義には反発するもの， そして 3), 貨幣経済の賛美の根拠である人間
的（人間の利己心中心の）経済学に対置させるに，まったく新しい体制の案を
だす傾向である 16)。かれの説得力がもっとも弱いのは， 第2,すなわちリス
ト的英国中心主義の批判がなにゆえに一面的であるのかの説明である。かれは
主著の段階ではリストの保護貿易理論に対して真向うからの批判はおこなって
•いない。ヒルデブラントはリストの 1), 国民性 (Nationalitat)の強調， 2),
国民の 4つの発展段階論， 3),生産力の理論について批判をくわえるが，それ
らの批判は段階論に対するものをふくめ， リスト理論の根底にせまるものでは
ない。たとえばかれはリストがスミス理論と同様の原子論的国家銀へ逆戻りし
ていると非難するが，これは妥当なものとはいえない。またリストが共同体の
倫理的本質を見逃しているとヒルデプラントは主張するが，，その批判もリスト
の国民性の理論に対するものとしては根拠が薄弱であるといいうる。
15) Ebenda, S. 263. 
16) Ebenda, S. 266. 
34 
プルーノ・ヒルデプラント（橋本） 35 
このようにミュラーや社会主義者に対するほどには，はっきりとしたみずか
らの立楊を貫きえなかったかれは，ひとたび発展段階論を否定しながらも，ョ
リ完全なものであるという理由の下で，かれの 3段階論の提出を根拠づけよう
、としている。リストの段階論に対して，その国，その土地の風土によっては農
業ではなく商業の方が先に発展するばあいもあると批判しながらも，かれじし
んが用意しているものが，同じ批判によって倒れることに気付かなかったとは
考ぇがたい。
かくして主著公刊以後かれは「段階論」の最終的仕上げのための努力をつづ
けることになる。スイスからイエナに戻ったかれが『年報』の創刊とともに考
えていたのはこの問題であったと想像される。
5. 3. 2 経済発展段階論の完成
ヒルデブラントは『年報』創刊号の発刊の辞のなかで経済学の課題を「国民
および全人類の歴史的な発展経路を段階的，(vonStufe zu Stufe)に考察」17)
することであるとし，歴史研究と統計学を経済学の唯一の確実な基盤であると
のべている。ここでかれは「段階」ということばを，みずからの言葉としては
じめて積極的に用いている。この言葉をうけるかのように，かれはおなじ創刊
号の巻頭論文のなかで， 経済学研究の現況をのべつつ， 「人類が段階から段階
へと (vonStufe zu Stufe) つねにより大きな完成， すなわち一定の法則に
したがってつねにより高い文化へとすすむ発展を絶えず歩んでいることを認識
しようとする努力がなされている」18)と主張する。
段階論的な手法そのものはヘルバートやヘーゲルの研究をつうじて，それを
経済の発展に適応することはリストやプルードンをつうじて暗示ないし明瞭な
影響をうけているとしても，かれが経済発展「段階」の概念を意識的に用いる
17) Hildebrand, Vorwort, J ahrbucher fiヽrNationallikonomie und Statistik, Bd. I. 
JeJ;J.a 1862, S. I. 
18) Hildebrand, Die gegenwartige Aufgabe der Wissenschaft der National-
okonomie, a. a. 0., S. 8. 
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のはこの時である19)。 もちろんスイス滞在中の講義題目などをみるかぎりで
は，教壇ではもっとはやく公表されていたかも知れない。ともか．く1862年の末
には，かれは1847年当時の段階論的思考を一歩も二歩もすすめている。とくに
かれは経済学の「歴史的発展は現代の貨幣経済の成立と密接にかかわりあって
いる」20)と主著の最後でのべているだけに，この1862年の論文においては，貨
幣経済「段階」の分析視点は基本的にできあがっている。その基本的構図と
は，生産の発展→余剰生産物の発生→交易の発展=輸送手段の発展→生活費の
均等化=欠乏と剰余の均衡→飢餓の克服というものである。ただこの段階で気
になる理論上の不備は，生産（力）の発展がなにゆえに生ずるかについての説
明がないことである。この巻頭論文では利己心を基盤にしfこ分業と競争の保障
を力説したスミスの貢献が積極的に評価されている。そこからはヒルデプラン
トはひとまず経済が実物経済から貨幣経済に移行するためには（それが経済発
展の究局の目標ではないとしても）， 共同体の倫理的紐帯の強化は断念されな
ければならないと考えているように理解される。
かれはさらに貨幣経済の影の部分についても描写する。その図式は，（生産）
設備の大規模化→資本家支配 (Kapitalistenherrschaft)→工業的封建制 (in-
dustriellen Feudalismus)→社会的闘争→社会の不道徳化というものであ
る21)。かくしてかれは経済的自然法則の否定にいたる。 ここにいたると利己
心を唯一の自然法則的な人間行為の動因とみなす立場がはっきりと拒絶され
る。ただこの拒絶が実物経済から貨幣経済への移行期に渕ってなされるのかど
うかは明らかではない。かれは「人間の利己心に基礎をおいた国民経済的自然
19) V gl. Gunther Bathge, Die logische Struktur der Wirtschaftsstufen. Wi咋
lichkeit und Begrijfsbild in den Stufentheorien. Schriften zur wirtscha-
ftswissenschaftlichen Forschung Bd. 9, S. 76 f. 
20) Hildebrand, Die Nationalokonomie der Gegenwart und Zukunft, e a. 0., 
s. 265. 
21) V gl. Hildebrand, Die gegenwartige Aufgabe der Wissenschaft der Na-
tionalokonomie, a. a. 0., S. 15 f. 
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法則のあらゆる仮説はまったくまちがっている」22)と結論しているが，経済に
おける「自然法則」そのものを全面的に否定してはいない。分配の理論はヒル
デプラントにとっては経済学の中核をなすものであり，それは財の流通の下に
あらゆる商品の価格（地代，労賃，資本利子）がそれに従って形成されるとこ
ろの自然法則を説明するものである 28)。分配のいかなる様式の下にかかる自
然法則がみいだされるのであるか，それについての即答をかれは避ける。ただ
利己心をその根拠にはなしえないことだけを強調する。
ヒルデプラントの古典派批判はしばしば相矛盾した形で示される。そしてか
れの真意を計ることも容易ではない。ともかくかれは個々の人間の経済活動は
自然法則的要因（たとえば利己心）だけによってきまるのではないと考えてい
ることは確かである。ーしかしながらその利己心もある状況の経済のなかでは目
立って顕著な影響を与えることがある。それが貨幣が一般的に使用されうるよ
うな生産力段階である。しかし「貨幣経済」の発展のなかから生じてくる「影
の部分」が人間の利己心の無制限的な発展を阻止するに至る。その段階ではふ
たたび利己心は人間行為を規定する複数の要因のなかの一部を構成するにすぎ
ないものとなり， しかも他の要因に強く規制された形においてしか発現しなく
なる。
すでに何度か指摘したようにヒルデプラントは経済行為が「人間の欲望があ
らゆる事象と同じくわれわれの心理的生活を支配する法則的過程によって条件
づけられる」2りことは認める。しかし感覚や欲情の他に倫理的観念，教育およ
び経験によってうえつけられ(~力がそれらと複合する結果，経済行為は多面的
なものになり，また時とともに新しい事態を生みだしてゆく，と考えている。
ここに段階論が「発展法則」と結びつく糸口がみられる。
かれは1864年，『年報』の第 2巻第 1号の巻頭論文として， 有名な「実物経
22) Ebenda, S. 25. 
23) V gl. ebenda, S. 23. 
24) Ebenda, S. 142. 
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済，貨幣経済および信用経済」を発表する25)。周知のようにこの論文は， ま
ず序章で，経済段階（発展段階に限らない．）論の簡単なサーベイを試み，と
りわけリストとプルードンのそれをとりあげている。そしてそれらがすべて「
諸国民の一般的な経済的発展の規準」をみつけだすことに失敗したと評価す
る26)。ヒルデプラントは経済を 3つのプロセス， 生産，消費， 分配に分け，
すでに『年報』創刊号で準備していたように，分配を特に重要なプロセスとし
てとらえる。かれによれば「分配」はもっとも普遍的であり， allgemeinme-
nschlicheなものであり，社会の進歩とともにその影響力が強化されるもので
ある。これだけの理由からかれは，財の分配を同じ一般的な発展形態を，あら
ゆる諸国民のもとにみいだす領域であるとする。その分配は，交換手段の内容
によって3つのもの，すなわち実物経済と貨幣経済および信用経済に分けられ
る。かれは「貨幣」をせまく金属貨幣だけに限っている。金属貨幣もその一部
である商品貨幣の他の形態は「実物経済」のなかでとりあつかわれる。したが
ってかれは「実物経済」を，直接的交換である物々交換と，刻印金属（金・銀）
貨幣以外の商品（貨幣）による間接的交換の二形態をともにふくみ込むものと
考えていることになる。さらにかれは，皮革貨といったある種の章標貨幣の存
在を知っていたが，これをも「実物経済」のカテゴリーのなかに入れている。
もちろんかれは，「この 3つの経済段階は厳密には年代学的に区切られるもの
ではなく，ゆるやかな過渡期を経て次第に発展するものである。それらはあら
ゆる大きな歴史的理念と同様のものである。 1つの段階が滅亡しかかる時に
25) Hildebrand, Naturalwirthschaft, Geldwirthschaft und Creditwirthschaft, 
Jahrbach釘 farNationaliJkonomie und Statistik Bd. I . 1864 S. 1 -24. 従来
この論文の訳語は「自然経済，貨幣経済および信用経済」とされていた。しかし
他方2・3の人から「自然経済」という訳は不適確であるという批判がなされ，
「実物経済」，「現物経済」等の訳語が呈示されていた。わたしは「自然経済」と
訳す積極的な意味も多少あると考えるが，訳語の定着を願うためにもここでは「
実物経済」をとった。
26) Hildeb~a:il.d, Naturalwirthschaft, Geldwirthschaft u.nd s;reditwirthschaft, 
a. a. 0., S. 3. 
38 
プルーノ・ヒルデプラント（橋本） 39 
は，すでに次の段階が次第にヨリ大きな範囲にわたって力を得つつある。」27)
として，貨幣経済は交易の中心地である都市においては，すでに中世において
みられる反面，収穫税や10分の 1税の現物納は，フランス革命あるいはドイツ
では3月革命の時期までみられるということを指摘している。ということはヒ
ルデプラントの 3段階論は，それぞれの時代のもっとも中心的な交換形態を思
弁的に抽象したひとつの「理念型J(Idealtypus)にすぎないことになる 28)。
しかしかれが個々の経済段階を説明するさいには，一般的な歴史の発展法則で
あるという点を強調する。後年ビュッヒャーやシュモラーによって，かれの段
階論が否定され， いまひとつの「段階」論に置きかえられるのはこのような
「段階」論のもつ論理上の内的二面性によるものである。
ヒルデプラントは「実物経済」の最大の特徴を，資本の蓄積が不十分である
点にみている。そのことから生じる窮状を「貨幣経済」が次第に克服してゆ
く29)。そこでは貨幣は， 「一時的な必要を上廻る労働生産物の剰余を保存し，
将来の使用のために蓄稲しておくことのできる貯蓄現金として利用され」30),
資本力というあらたな生産要因が経済において重要な役割を演ずるようにな
27) Ebenda, S. 8. 
28)拙橋「ヒルデプラントの経済発展段階論」関西大学『経済論集」第18巻第4号，
106ページ参照。この関連ではまた MaxWeber, Die≫Objektivitat≪sozialwis-
senschaftlicher und sozialpolitischer Erkenntnis, Archiv fur Sozialwissen-
schaft und Soziatpotitik. Bd. 19. (1904) jetzt in Gesammelte Aufstitze zum 
Wissenschaftslehre, Tubingen 1922, S. 109 f. 恒藤恭校閲，富永祐治，立野
保男共訳「社会科学方法論」（岩波文庫）1962,73ページ以下を参照。
私見によれば，ヒルデプラントは少なくとも1870年代以降は，ウェーバーに近
い立場にあった。かれが「段階論」から離れたところで経済史研究をすすめてゆ
くことからこのことが推論しうるだろう。さらにここで検討されねばならない問
題はカルヴェラム（ヨリ近くはオイケン，ベートゲ）が指摘しているような，現
実を抽象するその程度において Realtypusと ldealtypusを区分して考えよう
とする方法である。
29) V gl. Hildebrand・, a. a. 0., S. 12. 
30) Ebenda, S. 14. 
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る。このような見方が余りに現象記述にながれ，その根源へさかのぼる姿勢が
稀薄であることは見逃せない事実である。貨幣交換が，人間を封建的緊縛から
解放するのは事実であろうが，それは多くの古代都市で朋芽，あるいは時には
繁栄した形態をみいだせるものである。そのことをおくとしても，貨幣はたま
たま人間の英知によって，貧困を克服するために発明されたものではないし，
なによりも貨幣流通が発生する経済的基盤の変化の原因を問うことが「発展法
則」的視野からみれば重要な課題であろう。すでにのべたようにかれはリスト
が考えていた水準での「生産力」の発展を自明の裏付けとして考えていたよう
である。
かれは「貨幣経済」的貧困を救う「救済手段」として「信用」があらわれる
という。「信用」とはかれによれば「与えられた約束が履行されることについ
ての信頼，および同時にこの信頼の基になっている特性の総体」31)である。か
かる信用はかれによれば交換手段の代替物である点で，それじたいが貨幣とな
るものである。しかし取引関係が現物の受け渡しだけで終了せず債権債務関係
を持続させる点で信用は貨幣と異なる。しかもこの点に貨幣経済が解き放った
旧い人間間の紐帯に代る新しい結びつきの契機を求めている点に，ヒルデブラ
ントの「信用」観の特徴がある。かれはあるいは銀行の信用創造などを莫然と
予想しながら，貨幣的購買力の増大の中に，貧困の除去の可能性を見出そうと
したとも考えられる。さらに飛躍して信用の基盤が「人間の倫理的特性」にま
で拡張されることを期待したのであろう 32)。
かれが貯蓄金庫の創設・運営に熱心であったことはすでに触れた。かれはこ
れを貧困の克服，ひいてはプロレタリアートの除去の手段として考えていた。
しかし1864年以降のドイツ経済の発展をみるならば，このような「社会政策」
が決してみるべき効果をあげなかったことが示される。
わたしはヒルデブラントがこのような考え方にこだわっていた最大の理由
31) Ebenda, S. 19. 
32) V gl. ebenda, S. 22. 
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を， 50年代以降深刻さを増してゆく労働者問題に直面して，かれが社会主義運
動との対決をせまられていたことのうちにみたいと思う。 1848年公刊の主著を
もって最初の「反共産党宣言」と評価する人33)がいるのも故なしとしない。
しかもこれを「反共産党宣言」とするならば，面白いことにそれは『共産党宣
言』が公刊される前に執筆されたものである。
5. 3. 3 経済発展段階論の修正
ヒルデプラントは1864年以降も活発な実務活動，文筆活動をつづける。とく
にこの時期以降は統計局の設立の仕事と並んで，統計学上の仕事が目につく。
しかし一方でかれは各種の「信用」制度の育成，発展に注意深い目を向けてい
る。したがって統計上の仕事も主としてその方面に集中している。それらの記
述のなかには「信用」に対するかれの信頼がゆらいでいないことをみてとるこ
とができる。 しかし「段階」論そのものはそれ以後あまり表面にはでてこな
い。かれの経済史研究上の有名な労作である1866年発表の「ドイツ毛織物産業
史」（第6巻第 3号および第 7巻第2号所収）や 1869年発表の「ドイツリンネ
ル産業の過去と現在」（第13巻第 2 号所収）一ーいずれも無署名—の中には
「段階」論を思わせるものはなにもふくまれていない。
「ドイツにおけるあらゆる産業 (Gewerbe)のうちで毛織物工業は昔から第
一位を占めていた。中世におけるドイツ市民階級の勢力と繁栄はこれによって
もたらされた。ハンザの海運力と以前のドイツの世界貿易はこれに必要な原材
料の輸入とその生産品の輸出に依存していた。 ドイツは中世の最後の数世紀
間，その勢力と世界的地位の一部をこの産業よってもたらされた繁栄に負って
いる。」84) これは毛織物産業の歴史をあつかった論文の最初の一節である。こ
こには経済発展に寄与した一産業の貢献がのぺられているが，生産力の発展を
33) V gl. Herbert Kisch, Bruno Hildebrand, International Encyclopedie of Social 
Science, Vol. 6. 1968, p. 357. 
34) Hildebrand, Zur Geschichte der deutschen Wollenindustrie, Jahrb枇her
far NationaliJkonomie und Statistik, Bd. 6. Jena 1866, S. 186. 
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「貨幣」の使用に結びつけるような立場に立っていないことは明白である。
かれは具体的な経済史研究を積み重ねてゆくなかで，交換手段の変化による. . . . 
経済発展段階論を単なる交換手段（の）発展段階論へと後退させる態度へと転
換していったと考えることができる。，このことは1876年に発表された「貨幣経
済の発展段階」と題する論文のなかで，ヨリー層はっきりと読みとることがで
きる。かれは論文の最初で，「この年報 (1864年）において同じく編集者によっ
て諸国民の全経済生活に対する取引様式の影響 (Einfluss)について，その輪
郭が明瞭にえがかれ，実物経済から貨幣経済，貨幣経済から信用経済への発展
が歴史的に示されたが， さらに各経済様式 (Wirtschaftsformen) の内部で
個別的な歴史的発展時期 (Entwickelungsstadien)を究めることによって，
この研究は押し・すすめられ，かつ補充されなければならない」35)と述べている
が，この一文は単に12年前の一論文の内容を読者に憶いださせようとするより
も，もちろんその意図もあろうが，それ以上に，前論文からの乖離を告げてい
るかのごとき印象をうける。すなわちここでは，取引様式は各経済に「影響」
を与えるものであるとされ，決定論的，あるいは（発展）法則的な主張の後退
がみられる。さらに表題にこそ Stufenという用語を用いながらも，本文にお
いては早々と Stadienという用語に置きかえられている。 さらにこれにつづ
く文中でも，あるいは「もっとも初期の経済様式 (Form)である実物経済」
'と述べ， あるいは「定住への移行を通じて，土地の総有が支配する経済時代
(Epoche)が成立する」と述べつつ， Stufenという言葉を避けている。
この論文は「貨幣経済」を細分することを目的にしている。「征服やその他の
外的な暴力的影響によって，その本質的な経済発展が妨げられないとすれば」
あらゆる国民はつぎのような時期を経るというのがヒルデプラントの主張であ
る。第 1は延べ棒や環状貨幣の流通の時代である。ここでは主として秤量貨幣
流通が主流である時期が考えられている。第2は鋳造貨幣流通の時代である。
35) Hildebrand, Die Entwickelungsstufen der Geldwirthschaft, J ahrbuc枷 fur
NationaliJkonomie und Statistik, Bd. 26. 1876, S. 15. 
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この第2の時代はさらに，鋳造権がひたすらに領主の私的な財政目的のために
行使された時期と，国民の公的な交易の便のために行使される時期に分けられ
る。
ヒルデプラントは前論文で主張したようにこの段階系列を「普遍的・一般人
間的」とはみていない。明らかにあらゆる人間の恣意を捨象した「理念型」づ
くりをおこなっている。そのためでもあろうか，前論文では「貨幣」は中世に
は一般的な交換手段とはなっておらず，近代の産業化とともに一般的交換手段
となったと考えていたにもかかわらず，この論文では古代にまで渕って・「貨幣
経済」が時期区分されている。実に秤量貨幣使用の実例を示すために，かれは
預言者エレミアの時代までを引きあいにだしている 36)。かれはまたローマが
貨幣交換から物々交換の時代へ逆戻りしている事実をも示している。文中に引
用される史的事実は，前論文とは較べるべくもないほど詳細に，また具体的に
なっている。それだけにかれは前論文の立場を固執することを放棄したのであ
ろう。
しかしこの論文で分けられた 3つの時期の移行契機の説明は，前論文と極め
て似かよっており，そのためにまた「社会政策」論的色彩は明瞭に残存してい
る。かくして晩年のヒルデプラントは「信用」の拡大を社会問題の解決手段と
するという政策論的な立場を別にすれば， 3段階論そのものに対しては積極的
な理論化を放棄していた。したがってまた主著の第2巻は第 1巻との理論的整
合性をもってまとめることも断念せざるをえなかったと考えることができよ
う。しかしヒルデプラントが旧歴史学派のなかではまとまった経済段階論を提
示した唯一の人物であるという評価に変更を加える必要はないであろう 87)。
5. 3. 4 ヒルデプラントと社会政策学会
かれの娘エルゼはのちにヨハネス・コンラート夫人となり， Else Kesten-
36) V gl. ebenda, S. 16. 
37) V gl. Gertrud Kalveram, Die Theorien uon den Wirtschaftsstufi昴， a.a. 0., 
s. 91. 
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Conradと名のっている。かの女には『社会政策学会とその活動』38)と題する
著者があることからも明らかなように，社会政策学会 (DerV erein fur Sozi-
alpolitik) 成立当時から有名な社会政策論者であった。 1871年， ビスマルク
の強力な政治手腕とともに成立したドイツ帝国は，めざましい経済的発展をと
げるが，同時に資本主義社会特有の社会問題（物価高，住宅難そしてストライ
キ）に直面するようになる。 ドイツ経済躍進の担い手であり，他方徹底した自
由貿易論者であったプロイセン・ユンカーたちも鉄道や蒸気機関の発展によっ
て安価な外国製品に対抗しえなくなっていた。抜本的な国家政策の転換がこの
時期にはせまられていた。ビスマルクがカトリック教徒との抗争（文化闘争）
に手をやいている時期に，シュモラーやワグナーは同志をつのって，新しい会
の設立を画していた。エルゼもこの仕事に参画した。この会は今日一般に「社
会政策学会」と呼ばれているが， この組織の設立過程では "Hamburgischen
Correspondenten"の主任編集者といった学会関係者以外の参加もあった。
1872年5月の段階で，ワグナーはシュモラーにロッシャー，クニース， ヒルデ
プラントといった長老を会に招待するかどうかを問いあわせている。 1872年7
月のハレでの会合には長老としては，ロッシャー，エンゲル，そしてヒルデプ
ラントが出席している。この会議では議長としてヒルデプラントが指名された
ようである。これは多分娘の依頼を実父がうけ入れたためであろう。しかし実
際の議事運営はシュモラーがおこなった89)。 この会議の主要な決議は，毎年
「社会問題」の討議のために集会を開催するというものであったが，これはま
っ先に認められた。そのあと最初の集会の召集について考える小委員会が設け
られるはずであった。ヒルデプラントはどちらかというと「講壇社会主義」者
たちだけの狭い枠のものを考えていたようだが，シュモラーはできるだけ大き
38) Else Conrad, Der Verein Jar Sozialpolitik und seine Wirksamkeit auf dem 
Gebiet der gewerblichen Arbeiter/rage, Jena 1906. 
39) Vgl. Franz Boese, Geschichte des Vereins ftlr Sozialpolitik 1972-1932, Berlin 
1939, s. 3. 
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な枠で参加者を選択しようとした。かくしてシュモラーのイニシアテブのもと
に1872年10月 (8日）， 以後40年間にわたって現実の政策に大きな影響力を与
えた「学会」がスタートした。この集会の議長はグナイストであったが，かれ
はヒルデプラントと今一人の人物（閣僚であった V.Roggenbach)を代理議
長に任命した。ヒルデブラントは長老のなかではただ一人設立委員に加わって
いたからであろう。
これより前， 1871年にかれはふたたびイエナ大学の総長に選出されている6
かれはマールブルクで 2期，総長職を勤めているので，かれは生涯に 4度名誉
あるこの職についたことになる。この度の就任講演は「国家学の教育と研究に
対するイエナ大学の貢献」40)と題するものであった。
・かれはこの段階でひとまず『年報』は安定した地歩を固め， ドイツの経済学
界の先進的理論を先導してゆくにふさわしい力をつけたと判断したのであろ
ぅ， 1872年出版の第18巻は，ヨハネス・コンラートを正式に共同編集者とじて
公表し，表紙には， BrunoHildebrand und Johannes Conrad,/Professoren 
der Staatswissenschaften an der Universitat Jenaと記載されるように
なった。しかしこの年の後半にコンラートがハレ大学に移ることによって第19
巻の編集者肩書は， Professorender Staatswissenschaften zu Jena und 
Halle. と変っている。この体裁はヒルデブラントが死去するまで変らない。た
だし出版社は1876年，第26巻から Verlagvon Hermann Dufftに変って
いる。 1878年出版の第30巻からは， Gegriindet von/Bruno Hildebrand,/ 
Herausgegeben/von/Dr. Johannes Conrad,/Professor der Staatswissen-
schaften zu Halle A./S. となり， 出版社も旧に復してフリードリヒ・マウ
ケ社（ただし社名を変更して GustavFischer社）になっている。 1878年発
40) Hildebrand, Die Verdienste der Universitat Jena um die Fortbildung und 
das Studium der Staatswissenschaften. Eine akademische Rede, am 17. 
Juni 1871 in der Aula der Universitat Jene geholten., Jahrbucher fi釘
NationaliJkonomie und St.atistik Bd. XVIII, 1872, S. 1-11. 
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行の第30巻の巻頭には，コンラートは短い告辞を書いている。そのなかでかれ
は， 1862年の創刊号の Vorwortのなかから，「この企画は学問的なものであ
る。これは雑然とした統計資料の紹介の機関であってはならないし，また一定
の実践的な党派の目的に資するものであってもならない」という言葉から始ま
る一節を再掲して，編集方針が変らないことを述べるとともに，明らかに権威
ある学術雑誌の編集者としての責任感と不安をかくさずに，執筆者たちに今後
も寄稿をつづけてくれるように要請している。その一文は1878年2月28日付に
なっている。多分， 「この年報の創設者，プルーノ・ヒルデプラントは本年1
月29日逝去したことを読者に伝えねばならないことはわれわれにとっては絶え
がたい義務である。」41)という一節で始まる追悼文を書き終えて直ちにしたた
められたものであろう。
6. 結語
ヒルデブラントの経済学史上の最大の貢献は今日の眼からすれば， 『ヒルデ
ブラント年報』と略称される『経済学および統計学年報』の創設と15年におよ
ぶその編集である。事実かれの名はこの『年報』と「発展段階論」によっての
み知られているにすぎない。残念ながらかれの主著『現在と将来の経済学』は
完結したものではなかった。したがってまた1848年という歴史の一大変革点に
おいて出版されたものであるにもかかわらず，おなじ年に出版された他の二著
とその著者，すなわちマルクスやミルほどに，その後の社会・経済思想に影響
を与えることはなかった。
しかしその視野を 100年単位から10年単位のものに縮少して，ヒルデプラン
トの与えた影響をみるならば，それが意外に大きいことに気付く。その主著は
ドイツ三月革命期の国民議会において，憲法制定上の重要な問題の討議に大き
な説得材料として用いられている。今日一般に普及している選挙制の理念をド
41) Conrad, a. a. 0., S. I. 
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イツにおいて一般化するうえで，かれとかれの著書が与えた影響は決してみす
ごすことができない。また近代国家の諸施策決定に際して不可欠な前提である
統計資料の必要性も，かれによって強く主張された。国家が労働者問題に関心
をもち，そのための資料をととのえることの必要性もかれがとくに強調したこ
とである。さらに人口変動調査の精密化や，官庁統計局の普及の功績もあげら
れるが，これらをすべて，あるいは全面的にヒルデブラントの貢献にすること
はもちろんできない。しかしこれらの諸事項についての，かれの精力的な説得
や有能な実践力は，それらの問題をともに考え，実施しようとしていた人々を
ふくめ， 多くの人々に大きな刺激となり， また促進剤になったことは否めな
し‘
理゜論の面ではかれは発展段階論を正面からとりあげ，それ以後の研究に多大
な影響をおよぽした。経済史的研究の隆盛とならんで，今日の学史研究上の立
場からすれば，結果としてそれは余りにも「ドイツ的」な偏りをみせすぎる研
究の動因として評価され，功罪あいなかばするかも知れない。しかし経済史研
究や段階論の弊害は，むしろヒルデプラントを継承してゆく人々に対しての批
判点とはなっても，ただちにかれじしんの価値を低下させるものではないだろ
う。
きわめて乏しい資料を張りあわせながら，ともかくヒルデプラントの65年の
生涯を展望し終えて思うことは， 生涯を通じて失なうことのない学問への情
熱，そういった貴重な一つ一つの魂の連携によって学問の歴史が繰りひろげら
れているのだという印象である。
小論はヒルデプラントの生涯と著作を網羅的に紹介することにはじめの目的
があったために，ロッシャーやクニースの方法論との比較で，かれの理論体系
の再構築を試みるという作業までには進むことができなかった。機会を改め，
文献渉猟をさらに深めることによって，この問題にとりくんでみたいと思う。
(4. Jul.'71) 
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付表1
『年報」誌上へのヒルデプラントの寄稿
略号説明 A: 論文 M:資料 G: 経済法規
L: 書評，論文名のあとの（ ）内はその時の署名。無とあるのは署名はないが，
明らかにヒルデプラントの筆になるもの。
第1巻 (1863)第1号
・Vorwort (B. Hildebrand) 
A. Die gegenwartige Aufgabe der Wissenschaft der Nationalokonomie -
erster Artikelー (Herausgeber)
M. Die Bewegung der Bev叫lkerung_im Grossh~rzogthum Sachsen-Weimal-
Eisenach wahrend der letzten 27 Jahre und die Resultate der letzten Volks-
zahlung (B. Hildebrand) 
第1巻第2号
A. Die gegenwartige Aufgabe der Wissenschaft der Nationalokonomie— 
zweiter Artikel-(B. Hildebrand) 
L. Die Bevolkerung und die Gewerbe des Konigreichs Bayern nach der 
Aufnahme vom Jahre 1861, die Gewerbe in Vergleichung mit deten Stande 
im Jahre 1847. Herausgegeben vom K. statistischen Bureau. Miinchen 1862. 
Fol (B. Hildebrand) 
L. Zur Statistik des bremischen Staates, herausgegeben vom dem proviso-
rischen Bureau fir die Staatsstatistik. Bremen 1862. 100S. 4°(B. Hildebrand) 
M. Die Vermehrung des Stoffwerthes durch die Arbeits-und Capitalverwen-
dung in verschiedenen Industriezweigen. (B. Hildebrand) 
M. Die Lebensversicherungen in Deutschland wahrend des letzten Decen-
niums. (B. Hildebrand) 
第1巻第4号
A. Das kurhessische Landescredit-Institut und seine dreissigjahrige Wirks-
amkeit. Nach amtlichen Quellen. (無）
A. Die statistische Aufgabe der landwirthschaftlichen Vereine, ein Vortrag, 
am 1. Juni 1863 in der Versammlung thiiringischer Land-und Forstwirthe 
zu Jena gehalten, (Bruno Hildebrand) 
第2巻 (1864)第1号
A. Naturalwirthschaft, Geldwirthschaft und Credithwirtschaft (Herauge-
ber) 
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第2巻第3号
M. Die landwirthschaftlichen Creditanstalten der Schweiz. (B.H.) 
M. Die Wollen-Industrie Apolda's. (B.H.) 
第3巻 (1864)第1号
49 
M. Da~statistische Bureau vereinigter thiiringischer Staaten in Jena. (無）
第3巻第2号
M. Zur Statistik der Sparkassen in Preussen, Sachsen und der Scbweiz (無）
第4巻 -(1865)第3号
L. Die Gesetzma.Bigkeit in den scheinbar willkiirlichen menschlichen Hand-
lungen vom Standpunkte der Statistik. Von Dr. Adolph Wagner. Hamburg, 
Boyes und Geisler, 1864. (B.) 
第6巻 (1866)第1号
A. Die wissenschaftliche Aufgabe der Statistik. Eine akademische Rede, 
gehalten am 5. August 1865 zum antritt des Prorectorats. (Herausgeber) 
M. Das statisti舜 eSeminar in Jena. (無）
第6巻第2号―
A. Die amtliche Bevolkerungsstatistik im alten Rom. (Herausgeber) 
第6巻第3号
A.'Zur Geschichte der deutscher Wollenindustrie (無）
第7巻 (1866)第2号
A. Zur Geschichte der deutschen Wollenindustrie-Fortsetzung-(無）
第12巻 (1869).第1号
A. Die sociale Frage der Vertheilung des Grundeigenthums im klassischen 
Alterthum. (Herausgeber) 
第12巻第2号
A. Die sociale Frage der Vertheilung des Grundeigenthums im klassischen 
Alterthum.-Schlussー(Herausgeber)
L. Die Geschichte des Kurfiirsten August von Sachsen in volkswirthscha-
49 
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ftlicher Beziehung von Johannes Falke. Von der fiirstlich Jablonowski'schen 
Gesellschaft gekronte und herausgegebene Preisschrift. Leipzig 1868 .552. 
s. (無）
第12巻第3号・
A. Die Landes-Creditanstalt in Meininger und ihre zwanzigjahrge Wirksa-
mkeit. (無）
第13巻(1869)第2号
A. Vergangenheit und Gegenwart der deutschen Leineindustrie (無）
第13巻第4号
L. Zur Geschichte der deutschen Kleingewerbe in 19. Jahrundert. Statis-
tische und nationali.ikonomische Untersuchungen von Gustav Schmoller. 
Halle, 1870. (X) 
第14巻 (1870)第4号
L. H. Weibezahn, Kritische Umschau auf dem Gebiete der Vorschlage zur 
deutschen Munzreform. Ki.iln und Leipzg 1870. 80 Seiten. (X) 
第16巻 (1871)第1号
L. Die Arbeits-und Lohnverhaltnisse in den Fabriken und Gewerben Nieder-
Oesterreichs. Erhoben und dargestellt von der niederi.isterreichischen Handels-
und Gewerbekammer. Wien 1870. s. 220 SS. (B.H.) 
第16巻第3号
L. Agrarstatistik Thuringens. Mittheilungen des. stat. Bureaus vereinigter 
thilritigischer Staaten. Herausgegeben von Dr. Bruno Hildebrand. Erste 
Halfte. Jena 1871. 190 S. Fol. (X) 
第1~堡(1872)第1号
A. Die Verdienste der Universitat Jena um die Fortbildung und das Stu-
dium der Staatswissenschaften. Eine akademische Rede. (Bruno Hildebrand) 
第18巻第2号
L. Berlin und seine Entwickelutig. Stadtisches Jahrbuch fir Volkswirth-
schaft und Statistik. Fiinfter Jahrgang. Herausgegeben vom stat. Bureau 
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der Stadt. Berlin (J Guttentag) 1871. 282 SS. (B.H.) 
第19巻 (1872)第2号
5 I 
A. Beitrage zur Geschichte der Preise und des Tagelohns in Hessen. (無）
第20巻 (1873)第1号
A. Die Eisenacher Versammlung zur Besprechung der socialen Frage und 
Schmoller's Eroffnungsrede (無）
第22巻 (1874)第3号
L. Statistik der Bayrischen Sparkassen. Bearbeitet von Dr. Georg Mayr, 
Vorstand des 2. Bayrischen statistischen Bureaus. XXVI. Heft der vom K. 
Bayrischen statistischen Bureau herausgegebenen Statistik des Konigreichs 
Bayern. Miinchen, Gotteswinter'und Mosse, 1873. SS. 90. (b) 
第25巻 (1875)第4号
A. Die V ermogenssteuer und die Steuerverfassung in Althessen wahrend 
des 16. und 17. Jahrhunderts und die aus der Vermogenssteuer Hessens 
hervorgegangene Grundsteuer. (無）
M. Das Miinzrecht im Mittelalter. (無）
第26巻 (1876}第1号
A. Die Entwickelungsstufen der Geldwirthschaft (無）
G. Bemerkungen zu vorstehendem Geset_z (Das Schweizerische Bundesges-
etziiber die Ausgabe und Einlosung von Banknoten. Vom 18. September 
1875.) (B) 
第27巻 (1876)第4号
L. Mittheilungen des Vereins fur Chemnitzer Geschichte. 1. Jahrbuch fur 
1873-75. Chemnitz 1876. 240S. (B.H.) 
第2環 (1877)第2号
L. M. Ame, Etudes sur les tarifs de dousnes et sur les traites de commerce, 
2 Theile, Paris 1876, 470u. 554 SS. (B) 
第蕊巻第4号
M. Das Roheissn-Geschaft in Crossbritannien. (B)・ 
51 
, 
52 闊西大學「純渭論集」第21巻第 1号
付表 2 
ヒルデプラント年譜
年 譜 参照事項
1s12 I 3月6日ナウムブルク・アム・ザー 1 ナボレオンのロシア遠征
ルで誕生。父は裁判所の書記。 諸国民の解放戦争 (1813)
1826 I 近くの町，ケーゼンにあるシュー）レ
プフォルタに入学。
1832 I ライプチヒ大学神学部に入学第二学
期以後は哲学，言語学，歴史の研究
に移る。
1833 I ブレスラウ大学へ移籍
1836 I プレスラウ大学より学位をうける。
歴史学の私講師となる。
1839 1. プレスラウ大学員外教授となる。
1841 I マールプルク大学国家学教授となる。
1s44 I マールブルク大学総長に選出される。
同時に社交会の会長にも就任。
1845 I 総長再選される。英国旅行。
1846 英国旅行。帰国後ヘッセン政府と衝
突。
10月ライプチヒの戦で連合軍が勝
利
ワルトプルク祭 (1817)
全ドイツ学生組合の設立宜言
ロッシャ一生れる。
マルクス生れる。 (1818)
クニース生れる。 (1821)
フランス 7月革命。 (1830)
ドイツ関税同盟成立。 (1833)
ワグナー生れる。 (1835)
シュモラー生れる。 (1838)
カール・メンガー生れる。 (1840)
ロッシャの『歴史的方法による国
家経済学講義要綱」出版 (1843)
ブレンターノ生れる。
1847 I マールプルク大学免職。拘留処分を 1 ビュッヒャー生れる。
うける。息子アドルフ誕生。
1848 I 主著公刊。フランクフルト国民議会 1 ドイツ 3月革命
議員に選出される。教授職に復す。
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年 幽"' 参照事項
1850 I 国民議会解散。ヘッセンの地方議会 I プロイセンで欽定憲法を実施
の議員に選出される。
1851 I ヘッセン政府と対立。スイスヘ亡命
チューリヒ大学法学部教授
1854 I 本国の裁判所で禁固2年の判決をう
ける。
1856 I ベルン大学国家学教授に就任ベルン
統計局長を併任。この間鉄道建設な
どにも従事。
グリム「ドイツ語辞典」第1部
(1852) 
イタリア統一戦争はじまる。
(1859) 
1861 I イエナ大学国家学教授として本国に I 南北戦争（米）はじまる。
戻る。英国旅行 OJ国博見物）
1862 I 『経済学および統計学年版」の創刊 I ビスマルク首相になる。
号出版。
ゾムバルト生れる。 (1863)
1864 I チューリンゲン連邦統計局長に併任。 Iマックス・ウェーバー生れる。
1865 イエナ大学総長になる。
「統計学」ゼミナール開設。
1871 I ふただび総長に選ばれる。
1873 「社会政策学会」に設立委員として
参加
1878 I 1月29日 イエナで逝去
普仏戦争 (1870)
ドイツ帝国建設
文化斗争開始
ドイツ経済恐慌 (1874)
社会民主党（の前身）結成(1875)
社会主義者鎮圧法成立
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付記
1. 小論作成の過程で多くの方々にお世話になった。文献の貸与・コピーについては，甲
南大学の杉原四郎教授に始終変らぬ援助をいただいたし，また貴重な批評や助言を数多く
受けた。
2. 大阪市大の西田稔講師および本学の安喜博彦氏にはゾムバルト文庫および福田文庫の
利用につき何度もお世話になった。
3. 本学の学史・思想史関係担当の先輩同輩からもいろいろの面で助けていただいた。以
上記して感謝するとともに，それらの方々の意に十分沿えず，拙いものしか書けなかった
のは残念である。
4. 4部からなるこの小論は，最初にも述べておいたように，わたしが別に予定している
ヒルデプラントの翻訳に付けられるべき解説の草稿が土台になっている。ゲラ刷ができれ
ば読ませて貰おうと述べて下さった宮下孝吉先生の助言を得られなくなったのがなにより
も残念である。つつしんで小論全4部を宮下先生の御霊前にささげたい。
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